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定根が発生する。また，アカバナ科のヒレタゴボウやチョウ
ジタデでは浮根が発生する。

これらに関連して，畑作物のダイズでは湛水条件下に置か
れると一般的には枯死するが，一部の品種では胚軸や根の 2
次通気組織が発達し，小型になるものの枯死することなく収
穫まで至る。この通気組織は地上部と繋がり，大気中の酸素
を地下の根部に供給でき，これらの湛水条件下の生存を可能
にしている（島村ら 2003）。また，アメリカツノクサネム
では茎の地際茎部・不定根・根粒にスポンジ状の肥大組織が
形成される（徐 2015）。これにより地上部から地下部組織
まで連続した通気系が形成され，大気中の酸素を取り込み根
や根粒へ供給し湛水下でも生育ができる。これは，耐湿性植
物のアメリカツノクサネム等のセスバニア属の大きな特徴で
ある（島村 2010）。

上述した湛水条件での不定根や浮根の発生，また，茎部の
胚軸や根の 2 次通気組織の発達は，湛水条件で生育する植
物の適応反応と考えられる。
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わが国における農薬の製造は，原体については国内
生産が約 6 万トン，海外からの輸入が約 3 万トンの割
合である。国内で出荷される製剤の約 24 万トンのう
ち，国内生産量は約 22 万トンと 9 割以上を占める。上
位 10 社の国内向け製剤のシェアは 6 割強となっている。
輸入製剤（約 2 万トン）を含む，出荷金額は約 4,000
億円規模である。また，原体が約 3 万トン，製剤が約 1.5

万トン輸出されている。
製造業者から，卸売業者など商系に 6 割，全農など系

統に 4 割の割合で出荷されているが，流通段階で卸売
業者からも一部が農協やホームセンター等に流通してお
り，販売段階では，農協から約 6 割，商系（資材店な
ど小売業者，ホームセンター等）から 4 割の割合で農
業者に販売される構造になっている。　　　　　　(K.O)
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